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１．施策の方向性
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２．主な取組と構成事務事業一覧

↓  事務事業名称・事業内容（実績） 担当課
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平成26年度～
平成30年度

計画名称 計画概要 策定年月 計画期間 備考

２．人権教育の推進

①人権啓発推進協議会の活動の充実を図るとともに、関係機関と連携しながら、人権に関する正しい理解と
認識を高める活動を推進します。
②さまざまな人権問題について正しい理解と認識を深めるため、学校園、家庭及び地域など、身近な場での
学習機会の充実と促進を図るとともに、関係機関・団体と連携し、職員及び指導者の資質向上を図るための
学習機会の提供に努めます。

３．文化芸術活動の推進

①市民の豊かな心を育むため、丹後文化会館を拠点として、市民が優れた文化芸術に親しむ機会を充実し
ます。
②関係機関及び団体と連携し、地域の特色を活かした文化事業を行うとともに、市民の自発的かつ日常的な
文化芸術活動を支援します。

　　【参考】施策に関連するその他の計画

　高齢者大学などの講座を市内全域で実施することによって、高齢者の社会参加と生きがいづく
りに貢献するとともに、その知識や経験を活かした地域活動を推進する。

　将来を担う青少年の健やかな成長を支援するため、体験活動やさまざまな地域活動への参加
を促進することによって、心豊かな人間の基礎づくりを推進する。

現状維持　社会教育課及び各地域公民館に社会教育指導員を設置し、社会教育の推進体制を整備する
とともに、事業を積極的に展開することにより社会教育活動の充実を図る。

現状維持

青少年教育事業 社会教育課

3,047       2,767       2,824       現状維持

　人生の節目としての式典を開催することによって、大人（成人）になったことの自覚を促すなど、
新成人を祝い激励する。

高齢者教育事業 社会教育課

5,215       5,691       5,716       現状維持

社会教育委員設置事業 社会教育課

592         　社会教育委員を設置し、社会教育行政全般について調査･研究及び審議し、答申及び建議を
行うことによって、市民の声を反映した社会教育事業を推進する。

※各事業の評価・課題について
は、別紙決算附属資料参照

1．生涯学習の体制づくり 決算額 （単位：千円）

H28予算額
主な取り組み

H26決算額 H27決算額

① 市民の多様な学習ニーズや地域課題に対応するため、学習内容の評価・検証や情報提供等を進めます。

市民の身近な学習及び交流の拠点である中央公民館及び地域公民館の活動の充実を図るとともに、地区公民館との連携を強化することによって、地
域での公民館活動を支援します。

市民の自主的かつ自発的な学習の場である図書館の機能の充実と利用の促進を図ります。

京丹後市教育振興計画

施策評価・進捗管理調書（内部評価結果）
担当課 担当課長

社会教育課 吉田　茂夫

事務の改善

基本的方針
　まちづくりや福祉等多様な分野の関係部局、また学校園、保護者、地域住民、企業、大学等の多様な主体との協働により、住民相
互のネットワークづくりを進め、子どもから大人まで、だれもが生涯にわたり学び続けることができ、その成果を地域社会に還元する
ことのできる環境づくりを進めます。

１．生涯学習の体制づくり

①市民の多様な学習ニーズや地域課題に対応するため、学習内容の評価・検証や情報提供等を進めます。
②市民の身近な学習及び交流の拠点である中央公民館及び地域公民館の活動の充実を図るとともに、地
区公民館との連携を強化することによって、地域での公民館活動を支援します。
③市民の自主的かつ自発的な学習の場である図書館の機能の充実と利用の促進を図ります。

４．社会教育施設の整備充実

①公民館や図書館等をはじめとする社会教育施設の設備・機能の充実を図り、社会教育の実践活動を行う
環境整備を進めます。
②老朽化が進んでいる社会教育施設は、利用者の安全・安心に資するため、計画的な整備改修を検討しま
す。

第2次京丹後市総合計画
市の目指す基本理念、目標、将来像などを示した「基本構想」
と、その構想を実現するための各種施策を総合的、計画的に体
系化した「基本計画」

平成27年3月
平成27年度～
平成36年度

京丹後市子どもの読書活
動第二次推進計画

本市の将来を担う子どもたちが、今後も更に本に親しみ、生涯に
わたる読書習慣を身に付けることができるように、子どもの読書活
動を総合的かつ計画的に推進するために策定

平成26年6月

510         627         

成人式開催事業 社会教育課

1,371       1,333       1,368       

重点目標 5 生涯にわたる豊かな学びを支援します

評価を踏まえた今
後の方向性

現状維持

社会教育指導員設置事業 社会教育課

21,336     21,366     21,489     

中央公民館管理運営事業 社会教育課

39,723     39,862     39,891     現状維持　地域住民の学習及び交流活動の拠点として、自治区によって地区公民館が設置されている。こ
の自治公民館活動を支援し、地区の活性化を推進する。
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４．社会教育施設の整備充実 決算額 （単位：千円） 事務の改善

主な取り組み
H26決算額 H27決算額 H28予算額

評価を踏まえた今
後の方向性

35,560     32,300     現状維持　市民の豊かな心を育み、生きがいのある生活を送ることができるよう芸術・文化を育て、ゆとりと
潤いのある社会づくりを推進する。

事務の改善

人権問題についての正しい理解と認識を深め、人権教育の推進と人権尊重の精神の涵養を図
る。

現状維持

評価を踏まえた今
後の方向性

峰山地域公民館管理運営事業

計 227,342   227,122   228,010   

たちばな会館管理運営事業 社会教育課

① 人権啓発推進協議会の活動の充実を図るとともに、関係機関と連携しながら、人権に関する正しい理解と認識を高める活動を推進します。

さまざまな人権問題について正しい理解と認識を深めるため、学校園、家庭及び地域など、身近な場での学習機会の充実と促進を図るとともに、関係
機関・団体と連携し、職員及び指導者の資質向上を図るための学習機会の提供に努めます。

① 市民の豊かな心を育むため、丹後文化会館を拠点として、市民が優れた文化芸術に親しむ機会を充実します。

② 関係機関及び団体と連携し、地域の特色を活かした文化事業を行うとともに、市民の自発的かつ日常的な文化芸術活動を支援します。

①公民館や図書館等をはじめとする社会教育施設の設備・機能の充実を図り、社会教育の実践活動を行う環境整備を進めます。

②老朽化が進んでいる社会教育施設は、利用者の安全・安心に資するため、計画的な整備改修を検討します。

現状維持　大宮ふれあい工房（陶芸・染色体験施設）、ふれあいスポーツ広場等を管理運営することで、市
民の交流及び健康づくりの場を提供し、生涯学習の推進を図る。

社会教育課

14,812     

現状維持

1,200       1,193       1,239       現状維持　地域の生涯学習活動、コミュニティ活動の拠点としての機能を確保するため、施設の維持管理
を行うとともに利用の促進を図る。

峰山いさなご施設管理運営事業 社会教育課

14,807     15,219     

ﾏｽﾀｰｽﾞﾋﾞﾚｯｼﾞ管理運営事業

　地域住民への学習及び交流活動の拠点として地区公民館施設を設置し、生活基盤を支える地
区の活性化を目指した活動を支援する。

地区公民館管理運営事業 社会教育課

6,512       

8,632       9,454       7,636       現状維持

5,047       6,318       現状維持

芸術文化事業 社会教育課

34,300     

人権教育事業 社会教育課

575         

大宮地域公民館管理運営事業 社会教育課

608         619         640         現状維持　大宮地域の生涯学習及びコミュニティ活動の拠点として設置している地域公民館の管理運営
及び地域住民の身近な場での学習と交流の機会の充実を図る。

２．人権教育の推進 決算額 （単位：千円） 事務の改善

主な取り組み
H26決算額 H27決算額 H28予算額

評価を踏まえた今
後の方向性

社会教育課

9,540       8,897       8,847       現状維持

公民館一般経費 社会教育課

17,017     

586         715         

３．文化芸術活動の推進 決算額 （単位：千円）

主な取り組み
H26決算額 H27決算額 H28予算額

2,055       　人権学習や地域の生涯学習活動、コミュニティ活動の拠点としての機能を確保するため、施設
の維持管理を行うとともに利用の促進を図る。

　林業の振興、高齢者の介護予防、生きがいづくりの推進を支援し、スポーツ及びレクリエーショ
ンの振興を図ることによって、市民の福祉の向上を図る。

網野教育会館管理運営事業 社会教育課

3,883       2,057       

　峰山地域の社会教育活動の推進拠点として設置している峰山地域公民館を維持管理し、地域
の公民館活動への支援や社会教育活動の充実を図る。

　網野地域の生涯学習及びコミュニティ活動の拠点として設置している地域公民館の管理運営
及び地域住民の身近な場での学習と交流機会の充実を図る。

丹後地域公民館管理運営事業 社会教育課

7,032       7,110       7,298       現状維持　丹後地域の生涯学習及びコミュニティ活動の拠点として設置している地域公民館の維持管理
及び地域住民の身近な場での学習と交流機会の充実を図る。

網野地域公民館管理運営事業 社会教育課

561         713         709         現状維持

久美浜地域公民館管理運営事業 社会教育課

1,649       1,526       1,719       現状維持　久美浜地域の生涯学習及びコミュニティ活動の拠点として設置している地域公民館の維持管
理及び地域住民の身近な場での学習と交流機会の充実を図る。

弥栄地域公民館管理運営事業 社会教育課

　弥栄地域の生涯学習及びコミュニティ活動の拠点として設置している地域公民館の維持管理
及び地域住民の身近な場での学習と交流機会の充実を図る。

3,346       4,873       6,309       現状維持

　地域公民館長の配置に係る経費や公民館職員の研修に係る経費及び公用車の維持管理経
費、また、公民館行事に関する保険料などの一般経費。

社会教育総務一般経費 社会教育課

436         424         491         現状維持
　社会教育事業に要する事務経費及び学習活動を通した市民交流の促進を図る。

図書館管理運営事業 社会教育課

45,955     47,559     48,984     現状維持　図書館機能を活用した各種事業を実施するなど図書館サービスを充実するとともに、市民の利
用したい図書の把握に努め、知的欲求に応える学習環境の充実を図る。

15,168     15,616     現状維持



３．教育振興計画で掲げている主な目標指標

４．施策の進捗状況の評価と今後の課題［基本的方針の達成に向け、施策がどの程度進捗しているか］

予定以上に進んでいる

予定どおり進んでいる

少し遅れている

大幅に遅れている

５．今後の施策展開の考え方（平成28～30年度までの3か年の主な取組）

H36

文化協会加盟サークル数 団体 170 H25 H27 200 H36

図書の年間貸出冊数（市民１人当たり） 冊 5.2 H25 H27 7.05.65

171

H36

人権学習会の参加者数 人 820 H25 H27 1,200 H36

高齢者大学の参加者数 人 789 H25 968 H27

1,273

H36

趣味・教養講座数 事業 29 H25

基本的方針
　まちづくりや福祉等多様な分野の関係部局、また学校園、保護者、地域住民、企業、大学等の多様な主体との協働により、住民相互のネット
ワークづくりを進め、子どもから大人まで、だれもが生涯にわたり学び続けることができ、その成果を地域社会に還元することのできる環境づくり
を進めます。

主な目標指標

目標指標 単位
計画作成時 実績値（現状） 目標値

年度 年度 年度

青少年の体験活動事業数 事業 42

進捗状況区分 評価 ２７年度成果と今後の課題

H36

35 H36

地域課題学習講座数 事業 2 H25 6 H27 10

区分 No. 具　体　的　内　容

H25 50 H27 60

45 H27

1,000

×

3
優秀文化芸術や関係機関及び団体と連携し、地域の特色を活かした文化事業を実施するととも
に文化活動を支える人材育成を地道に取り組む。

4
社会教育施設の耐震診断を計画的に行うなど、施設の安全性と機能の確保に努めるほか、施設
維持のための修繕等に積極的に取り組む。

施策展開の考え方

1
中央公民館体制の整備を含めた、公民館体制の見直しを行い、質の高い生涯学習事業の提供
を行う。併せて図書館体制の再構築を行い、市民の要望に応える図書館事業を展開する。

2
講演会実施時に参加者の固定化が見られるため、講演会の内容を同和問題など継続的な課題
もあるものの、災害時の避難所での人権や、自己実現や幸福追求など新たな人権にも目を向け
人権について考える機会を提供していく。

◎

▲

《青少年の体験活動事業数》
　各地域公民館で独自の事業を考え実施していることや、京都府や府内大学と連携し事業を行っていることにより
概ね順調に事業数は増加している。今後は市内学校と連携・協力をしながら事業を行う体制づくりが必要である。

《趣味・教養講座数》
　 各地域公民館で積極的に事業に取り組んだ結果、目標値を達成することができた。その反面、地域公民館ごと
に内容や実施回数にばらつきがある。職員体制の確保と職員同士の連携の強化などにより、事業内容の質の向上
を図る必要がある。

《地域課題学習講座数》
　 各地区公民館が自治公民館への移行となって2ヶ年が経過した。27年度においては自治公民館の安定的な運
営を目指し、町域ごとに設置された連絡協議会での研修会を実施するなどの取り組みが行われた。一方、地域公
民館で実施する様々な事業への地域住民の参画と協力が必要であり、住民参加による事業の運営体制を構築し
ていくことが課題である。

《高齢者大学の参加者数》
　 受講生もＨ25年度789名、Ｈ26年度880名、H27年度968名と順調に増加しており、町域間の交流も進んでいる。
また趣味講座では幼稚園や老人福祉施設などを訪問するとともに、作品も信用金庫や病院などで展示するなど、
地域活動も進んでいる。一方、趣味講座ではいくつかの講座の受講者数が少ないため、講座の見直し等が必要で
ある。

《人権学習会の参加者数》
　人権学習への参加者数は人権講演会や子ども映画会、視聴覚障害者研修会等実施していることで目標数値を
達成しており、更に高い目標へ向けて取り組みたい。しかしその一方で、参加者の固定化がみられるため、各種団
体や組織の連携を図るなど、さらに多くの市民に人権について考えていただく機会を提供することが必要である。

《図書の年間貸出冊数（市民１人当たり）》
　 貸出数は増加傾向にあり、児童及び大人向けの行事、テーマ展示等、利用者が図書館に関心を持つように工夫
をし、多様な学習機会の提供に寄与することができた。まだ図書館を利用していない市民もたくさんいるため、今後
も様々な工夫を凝らした広報啓発活動を継続していく必要がある。

《文化協会加盟サークル数》
　 総合文化祭では、来場者アンケートや会員の意見を検証・協議し、内容の工夫や開催時期を見直すなど来場者
増に向け積極的に取り組んでいる。また研修会を実施し会員の意識向上にも取り組んでいる。文化団体への支援
により、優れた文化を鑑賞する機会の提供及び地域文化の普及・振興を図ることができた。一方、会員の高齢化に
よる、加盟団体の退会が課題となっている。
　

○

▲
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